
隠岐圏域（島後）
減災対策協議会（フォローアップ）

【資料２ー１】

・平成30年度の実施状況
・令和元年度の実施予定



項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容
H30年度取組 八尾川洪水浸水想定区域図を作成し、隠岐の島町へ提供（H31.2.22公表）

令和元年度予定 ―

取組機関 島根県

八尾川 洪水浸水想定区域図の公表等

計画規模降雨の浸水想定区域図
H21.3.24公表

想定最大規模降雨の浸水想定区域図
H31.2.22公表

役場◎ 役場◎

銚子ダム 銚子ダム
降雨量 230mm/24hr

（1/50）

降雨量 611mm/24hr
（1/1000以上）
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容
H30年度取組 八尾川洪水浸水想定区域図を作成し、隠岐の島町へ提供（H31.2.22公表）

令和元年度予定 ―

取組機関 島根県

八尾川 洪水浸水想定区域図の公表等

想定最大規模降雨の浸水継続時間 想定最大規模降雨の家屋倒壊等氾濫想定区域

H31.2.22公表

役場◎
役場◎

銚子ダム
銚子ダム

・ハザードマップ等の基本図として使用
・土地利用や都市計画の検討等に活用

H31.2.22公表
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項 目 ２．土砂災害特別警戒区域の調査・周知及び指定

内 容
H30年度取組 土砂災害特別警戒区域の調査に着手

令和元年度予定 調査完了、町へ調査結果通知、意見照会、地元説明会等

取組機関 島根県

●現地調査箇所
◆土石流危険渓流 （谷）  土石流 ７１箇所
◆急傾斜地 （がけ） の崩壊危険箇所 急傾斜３８０箇所

計４５１箇所

●調査状況
急傾斜箇所終了。今後土石流箇所の調査を行う（7月末まで）

●調査結果は、隠岐の島町に通知します。その後、公民館等
で、調査結果図書の縦覧、地元説明会を行い、住民の方々の
意見を伺いながら区域指定を進める予定です。

●島根県は隠岐の島町の意見を聞いたうえで、土砂災害に対
して特に警戒を要する区域を「土砂災害特別警戒区域」に指
定します。

●調査の目的
渓流や斜面及びその下流など土砂災害により被害を受ける
おそれのある区域の地形、地質、土地利用状況等を調査
し、土砂災害のおそれのある区域について危険の周知、
警戒避難体制の整備、住宅等の新規立地の抑制、既存住
宅の移転の促進等のソフト対策を推進することを目的と
しています。
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項 目 ２．土砂災害特別警戒区域の調査・周知及び指定

内 容
H30年度取組 土砂災害特別警戒区域の調査に着手

令和元年度予定 調査完了、町へ調査結果通知、意見照会、地元説明会等

取組機関 島根県

これまでの流れと今後の予定（案）
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項 目 ４．避難勧告等の発令に着目した水害・土砂災害対応タイムラインの策定

内 容

H30年度取組 八尾川水害対応タイムラインの作成【H30.6.12】

令和元年度予定
出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報
を共有。 実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。
土砂災害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝについては、年度内に案を作成する。

取組機関 協議会全体

5



項 目 ５．洪水時、土砂災害の危険度について島根県・気象台からの情報提供（ホットラインの定着）

内 容
H30年度取組 情報伝達演習の実施【H30.4.25】

令和元年度予定 情報伝達演習においてホットラインを実施【H31.4.25】

取組機関 協議会全体

周布川における水位とホットライン（情報伝達）・避難勧告等
（H29.7.4～5）

＜避難状況＞
避難勧告 ５日５：４８ 周布町を含む８町（２８１６世帯、６２８３人）に発令
避難指示 ５日８：１０ 周布町を含む８町（２８１６世帯、６２８３人）に発令
避難状況 避難所へは最大４５６人が避難

ホットラインを含めた情報伝達演習を実施
（H31.4.25）

【他事務所での事例】

ホットライン（河川管理者の例）

隠岐県土
整備事務局⾧

隠岐の島町
防災責任者

◆ 所⾧から市⾧等へ「河川の状況、水位変化、
堤防等の施設異常、今後の見通し」などに
ついて、情報を直接提供。

◆ 市⾧が 躊躇なく避難勧告等の発令を判断で
きるよう、市⾧が所⾧に相談し、助言などを
受けることができる。
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項 目 ６．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
H30年度取組 次期水防情報システム開発実施（島根県）【H31.3完成】

令和元年度予定 次期水防情報システム運用（島根県）

取組機関 松江地方気象台、島根県 閲覧方法
パソコン
https://www.suibou-shimane.jp/pc
スマートフォン
https://www.suibou-shimane.jp/s

②画面構成の改善

・地図の拡大・縮小が可能
⇒見たい場所をすぐに見られる

③提供する情報内容の充実①スマートフォン用サイト追加

【次期水防情報システムのポイント】

スマートフォン画面の特徴 利用しやすく、見やすい画面構成

・GPS機能で自分の場所を表示できる
⇒周辺の危険な箇所を確認できる

・スマートフォンの画面サイズに
適した画面構成で情報を提供

水位状況表 河川監視カメラ情報

河川監視カメラ情報
視覚的に水位状況の変化を把握できる

危険度レベルに応じた一覧表示
水位の危険度レベルに応じて着色をし、
危険度が高い観測局から並べて表示する
ことで、危険箇所の把握が容易にできる。

・地図や表などを用い、危険度
状況に応じてアイコン等を着色
することで視覚的に危険状況が
確認できる

・上と横にタブを設けて、見たい
画面への移動が簡単にできる

県内の状況が直感的に把握できる
トップページ画面

過去の画像を並べて表示し水位変化が把握できる
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〇水防情報システムの周知を図るためパンフレットを作成
小学生向けパンフレット

（一般向けと小学生向けの２種類）

項 目 ６．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
H30年度取組 次期水防情報システム開発実施（島根県）【H31.3完成】

令和元年度予定 次期水防情報システム運用（島根県）

取組機関 松江地方気象台、島根県
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項 目 ６．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
H30年度取組 次期土砂災害予警報システム基本設計発注（島根県）

令和元年度予定 次期土砂災害予警報システム開発実施（島根県）

取組機関 島根県

現況を迅速に把握し、土砂災害警戒避難に関する総合的な判断が出来
るよう、トップページに主要な監視指標を集約して表示する。
大雨時に全域の降雨状況を迅速に把握 ⇒ 警戒・避難に関する総合的な判断を支援

【総合的な監視】
主要な指標である以下の指標
を集約して表示する。
①土砂災害警戒情報
②土砂災害危険度情報
③雨量分布
④土壌雨量指数
常に最新情報が表示されるよう、
5分おきに自動更新
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項 目 ６．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
H31年度取組 次期水防情報システム開発実施（島根県）【H31.3.中旬完成】

令和元年度予定 雨量計・水位計の更新（島根県）

取組機関 松江地方気象台、島根県

◆雨量計・水位計の更新
現状
◆観測施設の老朽化に伴う通信異常

雨量計・水位計整備 Ｈ 8年度から順次整備
河川監視カメラ施設 Ｈ13年度から順次整備

更新 整備
・観測施設更新による確実な情報の提供
・ＩＰ方式移行による通信性能の向上

〔通信の冗⾧化・高速化〕

整備内容 現状

整備

インターネット

【市町村・関係機関】

水防情報
FAX

水防情報
河川監視画像

県民向け
（PC)

県民向け（携帯）

県民向け（スマホ）

インターネット

【市町村・関係機関】
水防情報

FAX

水防情報
河川監視画像

県民向け
（PC)

県民向け（携帯）

県民向け（スマホ）

水位局 74局 雨量局 38局 河川監視カメラ 17局

水位局 74局 雨量局 38局 河川監視カメラ 17局

【観測局】
【A中継局】

観測データ

200ｂｐｓ
防災行政無線

【A県土】

【県庁】

防災行政無線

【B県土】【B中継局】

【C中継局】 【C県土】

アナログ方式
（非IP方式）

【観測局】
【A中継局】

観測データ
防災行政無線

【A県土】

【県庁】

防災行政無線

【B県土】【B中継局】

【C中継局】 【C県土】

テレメータ（無線）

デジタル方式
（IP方式）

【更新】

テレメータ（無線）

1,200ｂｐｓ
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項 目 ６．避難判断を的確に行うための水防・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
H30年度取組 降水短時間予想を現行の６時間先から１５時間先へ延⾧（松江地方気象台）

台風強度予報を５日先まで延⾧

令和元年度予定 警報、注意報の基準について引き続き評価及び検証を行い、必要に応じて基準の見直しを行
う。見直しにあたっては、隠岐の島町の同意を取る。（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県
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凡 例

（既設：黒） （新設：赤）

（雨量計） ：県（河川、ダム）

：県（砂防）

：国交省

（水位計） ：県

：国交省

▲；危機管理型水位計新設

項 目 ７．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備

内 容
H30年度取組 島根県/危機管理型水位計の整備 （春日川 布施）

令和元年度予定 島根県/危機管理型水位計の運用 （同上）

取組機関 島根県

危機管理型水位計の整備（H31.3.20運用開始）

▲

春日川

接触式水位計

春日川

危機管理型水位計 水位データ閲覧方法
https://k.river.go.jp/
（パソコン・スマートフォン共通）

設置位置
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危機管理型水位計の閲覧方法

項 目 ７．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備

内 容
H30年度取組 島根県/危機管理型水位計の整備

令和元年度予定 島根県/危機管理型水位計の運用

取組機関 島根県
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項 目 ８．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容
H30年度取組 町広報紙、新聞広報（考える県政）

令和元年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施

取組機関 隠岐の島町、島根県

Ｈ３０ 隠岐地区災害対策本部避難所支援訓練

○日時・会場
平成30年11月29日(木)9:00～11:00
隠岐の島町岬町体育館（指定避難所）

○参加者
隠岐の島町・隠岐支庁職員
（危機管理・福祉・その他多勢）
40名

○訓練内容

１ 講義 避難所運営上の留意事項
（島根県防災部防災危機管理課）

２ 訓練（設営、受付、支援）
（隠岐の島町、隠岐支庁）

３ 意見交換、撤収

県防災危機管理課より講師を招き、隠岐の島町、
隠岐支庁職員が出前講座を座学にて受講。引続き、
町、支庁共同で、避難所支援訓練を行い、その後
意見交換して、終了した。

訓練状況写真
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項 目 ８．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及 目標時期：継続実施

内 容
H30年度取組 町広報紙、新聞広報（考える県政）、防災出前講座

令和元年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施
取組機関 協議会全体

〇島根県の取組状況

防災研修会の実施（島根県・松江地方気象台） 新聞広報（考える県政）による情報発信（島根県）

平成３０年６月２３日(土) 考える県政（新聞広告）日 時 平成３０年５月２５日(金)１３：１５～１６：１５
場 所 島根県建設技術センター ２階研修室
内 容 水防法の概要（河川課）

平成３０年度島根県水防計画（河川課）
島根県の気象と防災気象情報の利活用（松江地方気象台）
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項 目 ９．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検

内 容
H30年度取組 出水期前に連絡調整会議を開催し、八尾川の「重要水防区域」の共同点検を実施

令和元年度予定 出水期前に連絡調整会議を開催し、重栖川の「重要水防区域」の共同点検を実施

取組機関 隠岐の島町、各消防団等、島根県

H30 共同点検の状況写真（H30出水期前）

八尾川 重要水防区域
隠岐の島町役場前

八尾川 重要水防区域
隠岐病院より上流

八尾川 重要水防区域
隠岐病院より上流
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項 目 １２．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H30年度取組 山田川【河川内に繁茂する立木等の撤去】

令和元年度予定 八尾川【河川内の堆積土砂撤去】

取組機関 島根県

H30 河川区域内 立木（支障木）等の伐採

【位置図】
隠岐の島町
山田地内山田川

施工前

施工後
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【位置図】
隠岐の島町
郡地内重栖川

項 目 １２．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H30年度取組 重栖川【河川内に繁茂する立木等の撤去】

令和元年度予定 重栖川【河川内の堆積土砂撤去】

取組機関 島根県

H30 河川区域内 立木（支障木）等の伐採

浚渫後の玉川

施工前

施工後
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項 目 １２．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H30年度取組 中村川【河川内に繁茂する立木等の撤去】

令和元年度予定 中村川【河川内の堆積土砂撤去】

取組機関 島根県

H30 河川区域内 立木（支障木）等の伐採、堆積土砂の撤去

浚渫後の玉川

【位置図】
隠岐の島町
中村地内中村川

施工前

施工後
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項 目 １２．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H30年度取組 元屋川【河川内に繁茂する立木等の撤去】

令和元年度予定

取組機関 島根県

H30 河川区域内 堆積土砂の撤去

浚渫後の玉川

【位置図】
隠岐の島町
元屋地内元屋川

施工前

施工後
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項 目 １２．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H30年度取組 苗代田川【河川内に繁茂する立木等の撤去】

令和元年度予定

取組機関 島根県

H30 河川区域内 立木（支障木）等の伐採

浚渫後の玉川

【位置図】
隠岐の島町
苗代田地内苗代田川

施工前

施工後
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項 目 １２．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H30年度取組 千田樋門【樋門の設備更新】

令和元年度予定

取組機関 島根県

H30 樋門部品の取替

浚渫後の玉川

【位置図】
隠岐の島町
苗代田地内

施工前

施工後
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項 目 １２．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H30年度取組 飯田樋門【樋門の設備更新】

令和元年度予定

取組機関 島根県

H30 樋門部品の取替

浚渫後の玉川

【位置図】
隠岐の島町
飯田地内

施工前

施工後
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項 目 １４．土砂、立木対策の推進

内 容
H30年度取組 岩崎の谷川【砂防ダム（上流側）の整備着手】

令和元年度予定 岩崎の谷川【砂防ダム（上流側）の整備完了、下流側着手】

取組機関 島根県

H30 岩崎の谷川 砂防ダム（上流側）の整備（暫定）

【位置図】
隠岐の島町
原田地内 岩崎の谷川

下流より撮影

側面より撮影
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項 目 １４．土砂、立木対策の推進

内 容
H30年度取組 井奥谷川【砂防ダムの整備着手】

令和元年度予定 井奥谷川【砂防ダムの整備完了、床固工、護岸工等着手】

取組機関 島根県

H30 井奥谷川 砂防ダムの整備（暫定）

【位置図】
隠岐の島町
都万地内 井奥谷川

下流より撮影

側面より撮影
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隠岐の島町 松江地方気象台 島根県

■ 水害・土砂災害リスク情報等を地域と共有し、命を守るための確実な避難の実現

目標
取組内容

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図を作成・公表
し、隠岐の島町へ提供

H30
取組内容

・八尾川の洪水浸水想定区域図を作成・公表し、隠岐の島町
へ提供　(H31.2.22)

R1
取組内容

―

目標
取組内容

・土砂災害特別警戒区域を調査・周知及び指定し、調査結果を
隠岐の島町へ提供。

H30
取組内容

・土砂災害特別警戒区域の調査に着手

R1
取組内容

・調査完了、隠岐の島町へ調査結果を通知・意見照会、地元説
明会を行う

目標
取組内容

・県の洪水浸水想定区域図、土砂災害（特別）警戒区域の公表
の後に、水害・土砂災害ハザードマップの見直し。
・ハザードマップポータルサイトへ登録し、住民等へ広く周知。
・印刷物の各戸配布。

H30
取組内容

―

R1
取組内容

・県作成の八尾川洪水浸水想定区域図を基に、住民へ周知

目標
取組内容

・既存の水害対応チェックリストを基に水害対応タイムラインを
作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適宜見直し

・水害対応タイムラインの確認・調整。水害対応タイムラインに
おいて防災気象情報を有効に活用する観点から助言

・既存の水害対応チェックリストを基に水害対応タイムラインを
作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適宜見直し

H30
取組内容

R1
取組内容

調査・周知
令和元年度末まで

指定
令和2年度末まで

3
水害・土砂災害ハザードマップの改良・周
知

圏域 令和2年度末まで

4
避難勧告等の発令に着目した水害・土砂
災害対応タイムラインの策定

水害
八尾川

土砂災害
圏域

水害
平成30年度末まで

土砂災害
令和元年度末まで

・水害対応タイムライン　：　実洪水、情報伝達訓練を通じて検証を行う
・土砂災害対応タイムライン　：　年度内に案を作成する

隠岐圏域（島後）水害・土砂災害に関する減災対策協議会　（ 各機関における取組内容の詳細 及び　取組状況 )

取　組　機　関
備　考主な取組項目 対象 目標時期

1
想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定
区域図の作成・周知

八尾川 平成30年度末まで

・八尾川の水害対応タイムラインの作成　【H30.6.12】

2
土砂災害特別警戒区域の調査・周知及び
指定

圏域

【資料２ー２】
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隠岐の島町 松江地方気象台 島根県

取　組　機　関
備　考主な取組項目 対象 目標時期

目標
取組内容

・出水期前の情報伝達演習等を通じるなどにより連絡体制の
定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じるなどにより連絡体制の
定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じるなどにより連絡体制の
定着を図る

H30
取組内容

【H30.10.18】
6:44　役場当直FAX着信確認
14:11　該当地区へ自主避難の呼びかけ
　　　　（土砂災害予警報システムをみながら）
・14:58　町長が県土局長とホットライン（土砂災害危険度情報）

【H30.10.18】
6:26 隠岐の島町へ担当者レベルのホットライン（大雨警報（浸
水害）発表について）
 6:30 島根県防災危機管理課へ担当者レベルのホットライン
（同上）
7:18 隠岐の島町へ担当者レベルのホットライン（大雨警報（土
砂災害）と土砂災害警戒情報の発表について）
10:05 島根県防災危機管理課へ担当者レベルのホットライン
（土砂災害警戒情報の解除の事前連絡）
13:05 島根県防災危機管理課へ担当者レベルのホットライン
（隠岐の島町へ大雨警報発表について）
13:06 気象台から隠岐の島町へ担当者レベルのホットライン
（隠岐の島町へ大雨警報（土砂災害・浸水害）発表について）
13:12 島根県防災危機管理課へ、大雨警報は浸水も併せて発
表する旨を追加説明
 13:15 気象台から隠岐の島町へ担当者レベルのホットライン
（土砂災害警戒情報の発表について）
13:34 島根県防災危機管理課へ担当者レベルのホットライン
（土砂災害警戒情報の解除とその後の洪水警報発表につい
て）
13:36 隠岐の島町へ担当者レベルのホットライン（隠岐の島町
の洪水警報発表について）

【H30.10.18】
6:35　水防当番が隠岐の島町へ、重栖川（五箇大橋）の水位通
報
14:58　局長が町長へホットライン（土砂災害危険度情報）

【H30.10.18（木）】　※記録から抜粋
6:30　隠岐の島町に大雨警報（浸水害）発表
6:30　重栖川（五箇大橋）はん濫注意水位超過
7:04 大雨警報（浸水害）・洪水警報発表
7:18　土砂災害警戒情報発表
7:19　大雨警報（土砂災害・浸水害）・洪水警報発表
9:20　重栖川（五箇大橋）水防団待機水位下降
10:10　土砂災害警戒情報解除
10:20　大雨・洪水警報解除
13:13 隠岐の島町に大雨警報（土砂災害・浸水害）発
表（洪水警報の解除）
 13:40 隠岐の島町に大雨警報（土砂災害・浸水害）・
洪水警報発表
14:30　土砂災害危険度情報通知（Ｌ４）
 16:31 隠岐の島町に大雨警報（土砂災害・浸水害）
発表（洪水警報の解除）
16:15　土砂災害危険度情報解除
【H30.10.19（金）】
 10:16 大雨警報（土砂災害）発表（大雨警報（浸水
害）の解除）
16:12 大雨注意報発表（大雨警報（土砂災害）の解
除）

R1
取組内容

・情報伝達訓練、実事象でホットラインを実施、検証 ・情報伝達訓練、実事象でホットラインを実施、検証 ・情報伝達訓練、実事象でホットラインを実施、検証

目標
取組内容

・防災気象情報の改善
　〇危険度を色分けした時系列
　〇警報級の可能性の提供
　〇危険度分布（メッシュ情報）の充実

・次期水防情報システムの開発（河川）
　〇操作法を改善し迅速な情報提供
　〇観測データの異常値チェック機能
　〇ｽﾏｰﾄﾌｫﾝに対応した情報提供
　〇訓練シナリオの充実
・雨量計、水位計等の更新（河川）

・次期土砂災害予警報システムの開発（砂防）
　トップページに主要な監視指標を集約表示する
　５分ごとに自動更新し、最新情報を提供する
　○土砂災害警戒情報
　○土砂災害危険度情報
　○雨量分布
　○土壌雨量指数

H30
取組内容

・降水短時間予想を現行の6時間先から15時間先へ延長
・台風強度予報を５日先まで延長

・次期水防情報システム開発実施　(H31.3完成)
・次期土砂災害予警報システム基本設計発注

R1
取組内容

・警報、注意報の基準について引き続き評価及び検証を行い、
必要に応じて基準を見直す。（見直しにあたっては、隠岐の島
町の同意を取る）

・次期水防情報システム運用
・次期土砂災害予警報システム開発実施

6
避難判断を的確に行うための水防・土砂
災害危険度情報等提供の充実

圏域

改善された防災気象情報の
提供
平成29年度から継続実施

次期水防情報システム
令和元年度から運用

次期土砂災害予警報システ
ム
令和2年度から運用

5
洪水時、土砂災害の危険度について島根
県、気象台からの情報提供（ホットライン
の定着）

水害
八尾川

土砂災害
圏域

平成28年度から継続実施
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隠岐の島町 松江地方気象台 島根県

取　組　機　関
備　考主な取組項目 対象 目標時期

目標
取組内容

・モデル河川に簡易水位計を整備し、効果を検証した上で順次
拡大を図る
　〇モデル河川・・・春日川

H30
取組内容

・春日川（布施）に危機管理型水位計を整備
　（Ｈ31．3．20運用開始）

R1
取組内容

・危機管理型水位計運用

目標
取組内容

・防災出前講座により避難行動や情報収集手段の周知、啓発
・広報紙への防災特集記事掲載による防災情報発信

・出前講座等により防災気象情報の入手、活用方法等につい
て周知。また、協議会として防災教育を実施する際には講師派
遣、資料提供に対応。

・出前講座により水防情報の入手、活用方法等について周知
・広報紙を活用した防災情報発信

H30
取組内容

・避難所運営上の留意事項を学び、避難所支援訓練（隠岐地
区）を実施【Ｈ30.11.29】

・気象・水防情報利活用のための出前講座【30.5.25】

・新聞広報（考える県政）【H30.6.23】
・避難所運営上の留意事項を学び、避難所支援訓練（隠岐地
区）を実施【Ｈ30.11.29】
・気象・水防情報利活用のための出前講座【30.5.25】

R1
取組内容

・防災出前講座開催、広報紙掲載 ・出前講座等 ・新聞広報、出前講座等

目標
取組内容

・出水期前に重要水防区域、危険な箇所、水防資機材等につ
いて、河川管理者・町・消防団等と共同点検

・出水期前に重要水防区域、危険な箇所、水防資機材等につ
いて、河川管理者・町・消防団等と共同点検

H30
取組内容

・出水期前に八尾川の重要水防区域を共同点検（県、町、消防
団）

・出水期前に八尾川の重要水防区域を共同点検（県、町、消防
団）

R1
取組内容

・出水期前に重栖川の重要水防区域を共同点検（日程調整
中）

・出水期前に重栖川の重要水防区域を共同点検（日程調整
中）

目標
取組内容

・浸水・土砂災害の実績等の周知検討
・過去の浸水実績や簡易な方法を活用した浸水想定区域、土
砂災害特別警戒区域を町へ提供。
・役場等に係る河川を中心に対象河川を調整

H30
取組内容

― ―

R1
取組内容

― ―

10 水害・土砂災害の危険性の周知促進 圏域 令和2年度から

7
水害リスクの高い箇所を監視する簡易水
位計等の整備

9
水害リスクの高い重要水防区域、危険な
箇所の共同点検

八尾川　他 平成30年度から

圏域 平成30年度から順次実施

8
出前講座や広報紙を活用した防災知識の
普及

圏域 毎年継続実施
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隠岐の島町 松江地方気象台 島根県

取　組　機　関
備　考主な取組項目 対象 目標時期

■ 要配慮者利用施設における確実な避難

目標
取組内容

・平成29年度施設管理者宛計画作成・提出依頼
・随時面談・電話による作成相談を実施
・提出された避難確保計画について点検し、修正の助言を実施

＜H29.3末時点＞
　対象施設　　　　水害：1施設　　土砂災害：20施設
　作成済施設　 　水害：1施設　　土砂災害：15施設

・平成28年度施設管理者向け説明会の開催
・避難確保計画において防災気象情報を有効に活用する観点
から助言

・平成28年度施設管理者向け説明会の開催
・モデル施設で作成する避難確保計画を協議会の場で共有
・例）モデル施設で避難確保計画の作成

H30
取組内容

― ― ―

R1
取組内容

・水害：八尾川洪水浸水想定区域図の公表に伴い対象施設の
見直し
・土砂災害：継続実施

― ・必要に応じて計画作成の支援

■ 被災すると社会経済に大きな影響を与える施設や基盤の保全を図る

目標
取組内容

・通水を阻害する堆積土砂・立木の撤去について県と調整し優
先箇所を定めて順次実施

・河川整備状況を共有
・河川改修、水門、排水施設の長寿命化について計画的に実
施
・通水を阻害する堆積土砂・立木の撤去について関係町と調整
し優先箇所を定めて順次実施

H30
取組内容

―

・樋門の長寿命化について、部品取替、再塗装等を計画的に
実施
・河道掘削、立木伐採について、巡視・点検結果、地元・町の
要望を基に優先順位を決定し、実施

R1
取組内容

― ・河道掘削、立木伐採について、継続実施

目標
取組内容

・洪水浸水想定区域内の庁舎や災害拠点病院等に対する情報
伝達体制・方法の情報提供
・洪水浸水想定区域内の庁舎の機能確保のため、耐水化・非
常用電源等の必要な対策について、情報提供

・洪水浸水想定区域内の庁舎や災害拠点病院等に対する情報
伝達体制・方法の情報提供
・洪水浸水想定区域内の庁舎の機能確保のため、耐水化・非
常用電源等の必要な対策について、情報提供

H30
取組内容

― ー

R1
取組内容

・隠岐病院に対し、病院が洪水浸水想定区域内に立地してい
ることを情報提供

・隠岐病院に対し、病院が洪水浸水想定区域内に立地してい
ることを情報提供

目標
取組内容

・土砂や流木の流出による被害の危険性が高い渓流において
土砂・流木の捕捉効果の高い施設整備を推進

H30
取組内容

岩﨑の谷川、井奥谷川で土砂・流木対策の実施

R1
取組内容

岩﨑の谷川、井奥谷川で土砂・流木対策の実施

14 土砂・立木対策の推進 圏域 毎年継続実施

13
市町村庁舎等の災害拠点施設の自衛水
防の推進

圏域 平成29年度から継続実施

11
要配慮者利用施設の管理者が策定する
避難確保計画作成支援（水害・土砂災害）

圏域 平成28年度から継続実施

12
河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水
氾濫を未然に防ぐ対策

圏域 毎年継続実施
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